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本研究は、社会人にもとめられるコミュニケーション能力のひとつである⽛考えを伝える
力⽜に着目し、その力が教育現場の言語活動においてどのように育まれているのかを実践例
を用いて示すことを目的として行った。言語活動に実効性を持たせるためには発達段階に応
じての展開が不可欠であるとされているが、本稿では、幼小連携の視点から、幼稚園では自
分の考えを伝えるための言語活動がどのように行われているのか、小学校では幼稚園で育ま
れた伝える力をどのような言語活動を通して発展させているのかを実践例を通して検証し
た。その結果、幼稚園での生活や遊びを通して育まれた伝える力が、小学校以上の教育の基
礎になっていることを示した。さらに幼稚園での経験は、小学校以上の教育から本格化する、
より抽象的な表現方法である⽛文字⽜を用いて考えを伝えることにもつながっていくことを
指摘した。
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⚑．はじめに

平成 20 年⚑月の中央教育審議会答申において、学
習指導要領の基本的な考え方として⽛言語は知的活動

（論理や思考）だけではなく、コミュニケーションや感
性・情緒の基盤でもある。⽜との方向性が示された。こ
れは、⽛言葉⽜を単なる思考との関係性のみでとらえる
のではなく、豊かな人生を送るための大切なツールと
してとらえていることを示している。

このような基本方針が示された背景の一つに、IT
時代に生きる現代の若者に不足している⽛生きる力⽜
としての⽛コミュニケーション能力不足⽜がある。確
かに⽛最近の若者はコミュニケーション能力が低い⽜
と耳にすることが多い。これについて、平尾ら（2007）
は、山口大学の学生のコミュニケーション能力を⽛聴
く力⽜⽛観る力⽜⽛感じる力⽜⽛質問する力⽜⽛伝える力⽜
の⚕つの力に分解し、アンケート調査より⽛⚕つの力
それぞれ正の相関性を持つこと⽜⽛観る力・聴く力の得
点が高く、質問する力・伝える力の得点が相対的に低
い⽜ことを報告した1)。得点が高い⽛観る力・聴く力⽜
は直接相手に働きかける力ではないが、得点が低い⽛質

問する力・伝える力⽜は直接相手に働きかける力であ
る。つまり、この結果より、他人との意思疎通や信頼
関係といった人間関係構築に必要な⽛働きかける力⽜
としてのコミュニケーション能力が不足していること
が指摘できる。日本経済団体連合会の新卒採用に関す
るアンケート調査結果（平成 28 年 11 月）でも、選考
にあたって特に重視した点として⽛コミュニケーショ
ン能力⽜が 13 年連続で第⚑位（87％、複数回答）であっ
た2)。これは社会人として今後も引き続き求められよ
う。

このように社会人として必要とされるコミュニケー
ション能力ではあるが、それは発達段階にそって培わ
れるものであり、いきなり身に着くものではない。本
稿では、コミュニケーション能力の中でも⽛伝える力⽜
に着目し、発達の連続性を踏まえた幼児期から児童期
にかけて、言語活動との相関性の中で⽛伝える力⽜が
どのように育まれていくのかについての検討を試み
た。幼稚園では自分の考えを伝えるための言語活動が
どのように行われているのか。小学校では、幼稚園で
育まれた伝える力をどのような言語活動を通して発展
させているのか。実践を交えながら検証する。
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⚒．言語活動とは

ところで、平成 20 年における中央教育審議会答申3)

では、以下の⚖点を示し、これらの学習活動の基盤と
なるものは広い意味での言語活動であるとした。
① 体験から感じ取ったことを表現する
② 事実を正確に理解し伝達する
③ 概念・法則・意図などを解釈し、説明したり活用

したりする
④ 情報を分析・評価し、論述する
⑤ 課題について、構想を立て実践し、評価・改善す

る
⑥ 互いの考えを伝え合い、自らの考えや集団の考え

を発展させる
さらに、同答申では⽛幼稚園、小学校、中学校、高

等学校及び特別支援学校の学習指導要領等の改善につ
いて⽜として⽛各教科等における言語活動の充実は、
今回の学習指導要領の改訂において各教科等を貫く重
要な改善の視点である。（略）。このため、国語科にお
いて、これらの言語の果たす役割に応じ、的確に理解
し、論理的に思考し表現する能力、互いの立場や考え
を尊重して伝え合う能力を育成することや我が国の言
語文化に触れて感性や情緒をはぐくむことを重視す
る。具体的には、特に小学校の低・中学年において、
漢字の読み書き、音読や暗唱、対話、発表などにより
基本的な国語の力を定着させる。また、古典の暗唱な
どにより言葉の美しさやリズムを体感させるととも
に、発達の段階に応じて、記録、要約、説明、論述と
いった言語活動を行う能力を培う必要がある。⽜と指
摘した。

この答申を受けて文部科学省は、平成 20 年（2008
年）⚓月に小・中学校の学習指導要領及び幼稚園教育
要領を、平成 21 年（2009 年）⚓月に高等学校・特別支
援学校の学習指導要領を改訂した。その詳細はここで
は省くが、改訂学習指導要領のポイントは⽛子どもた
ちの現状をふまえ、⽝生きる力⽞を育むという理念のも
と、知識や技能の習得とともに思考力・判断力・表現
力などの育成を重視していることである。また、言語
や理数の力などを育むための教育内容を充実させてい
る⽜ことであり、それを実現するための主な改善事項
の一つに⽛言語活動の充実⽜として⽛国語をはじめ各
教科等で記録、説明、批評、論述、討論などの学習を
充実⽜を挙げている4)。つまり、⽛記録⽜⽛説明⽜⽛批評⽜

⽛論述⽜⽛討論⽜という⽛言語活動⽜を中核に据えて、
学習活動への取組を組み立てる方向性が示されたとい
える。中央教育審議会答申にある⽛表現⽜⽛伝達⽜⽛説
明⽜⽛論述⽜⽛（課題を）評価・改善⽜⽛（考えを）発展⽜

といった⽛言語活動⽜の表現を考え合わせると、言葉
の持つ意味の重要性を再認識させられる。

なお、平成 28 年⚓月 14 日に行われた⽛平成 27 年度
⽝言語活動の充実に関する実践研究⽞の取組を踏まえ
ての有識者での意見交換（文部科学省）⽜の報告5) では、

⽛言語活動の今後の方向性⽜として⚓点を指摘してい
るが、その⚒点目に⽛言語活動により時数の確保が難
しくなるという見方もあるが、学年等を超えて長期的
に言語活動を行う能力の育成を積み重ねていくことに
より、一層効果的で効率的な学習が可能となるという
視点も重要である。⽜とし、具体的には⽛言語活動を行
う前提として、発達段階に応じて言語活動を行う上で
必要な能力の育成（語彙の獲得、概念の獲得など）を
図ることが必要。⽜との一文が示された。

このような一連の動向より、⽛言語活動⽜は子どもた
ちの知的活動の促進、感性や情緒の基盤作り、人との
コミュニケーション能力の向上等に大きくかかわって
いること、その活動に実効性を持たせるためには発達
段階に応じての展開が不可欠であること、その点を踏
まえてのかかわりが現在の教育現場で求められている
ことが指摘できる。では、子どもの発達段階に応じた
言語活動とはどのようなものなのだろうか。以下で
は、⽛考えを伝える⽜力を育むことに焦点を当て、幼稚
園と小学校低学年での実践を紹介していく。

⚓．幼稚園における言語活動

教育基本法第 11 条に、⽛幼児期の教育は、生涯にわ
たる人格形成の基礎を培う重要なものであることにか
んがみ、国及び地方公共団体は、幼児の健やかな成長
に資する良好な環境の整備その他適当な方法によっ
て、その振興に努めなければならない⽜とあるように、
幼児教育はその後の教育の基礎となるものである。言
語活動に関してもそれは同様であり、幼児期の言語活
動は小学校以降の教育の基礎を培うものと言うことが
できる。では、その⽛基礎⽜とはどのようなものなの
だろうか。ここでは、⽛考えを伝える⽜力に着目し、幼
稚園教育要領が目指していることを明らかにしたうえ
で、考えを伝える力の基礎が幼稚園の実践でどのよう
に育まれていくのかについて考えていく。

⑴ 幼稚園教育要領における⽛考えを伝える⽜力
⚑）現行の幼稚園教育要領
幼稚園教育の基本は⽛環境を通して行う⽜ことにあ

る。幼児は園での遊びや生活を通して身の回りのあら
ゆる環境からの刺激を受け、自分から興味をもってそ
れらにかかわりながらさまざまな活動を展開し、学び
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を得る。そのため幼稚園教諭には、幼児の興味関心に
即した環境を整え、それらの環境と幼児をうまく結び
つけるような援助が求められる。

幼稚園教育要領第⚒章には、幼児教育のねらいと内
容が幼児の発達の側面から⽛健康⽜⽛人間関係⽜⽛環境⽜

⽛言葉⽜⽛表現⽜の⚕領域にまとめ示されている。幼児
教育においては、この⚕領域を小学校以上での教科の
ようにそれぞれ独立したものとして扱わず、遊びや生
活を通して総合的に指導していくこととされている。
本稿で取り上げる⽛考えを伝える⽜力を育むことも⚕
領域が関連しているものとしてとらえる必要がある
が、ここでは最も関連のある領域である⽛言葉⽜を詳
しく見ていく。

領域⽛言葉⽜は⽛経験したことや考えたことなどを
自分なりの言葉で表現し、相手の話す言葉を聞こうと
する意欲や態度を育て、言葉に対する感覚や言葉で表
現する力を養う⽜ことを目的とした領域である。その
ために⑴自分の気持ちを言葉で表現する楽しさを味わ
う⑵人の言葉や話などをよく聞き、自分の経験したこ
とや考えたことを話し、伝え合う喜びを味わう⑶日常
生活に必要な言葉が分かるようになるとともに、絵本
や物語などに親しみ、先生や友達と心を通わせる、と
いう⚓つのねらいが設定されており、それらを実現す
るための 10 の内容、内容の取扱いが⚔点示されてい
る。10 の内容のうち、考えを伝える力に関連している
ものは、⽛したり、見たり、聞いたり、感じたり、考え
たりなどしたことを自分なりに言葉で表現する⽜⽛し
たいこと、してほしいことを言葉で表現したり、分か
らないことを尋ねたりする⽜⽛人の話を注意して聞き、
相手に分かるように話す⽜である。これらから、幼児
教育では、⽛自分の体験⽜をベースとした気持ちを自分
なりの言葉で相手にわかるように伝えることが重視さ
れていることがわかる6)。

現行の幼稚園教育要領が 2008 年に改訂された際に、
領域言葉の⽛内容の取扱い⽜には⽛幼児が自分の思い
を言葉で伝えるとともに、教師や他の幼児などの話を
興味をもって注意して聞くことを通して次第に話を理
解するようになっていき、言葉による伝え合いができ
るようにすること⽜7) という一文が追加された。この
ことからも、現行の幼児教育においては、教師や友達
とのふれあいを通し、言葉による伝える力を養うこと
が一層求められていることがわかる。

⚒）新しい幼稚園教育要領
幼児を取り巻く時代の変化や幼児の実態から、幼稚

園教育要領は 2018 年に改訂される。環境を通して行
う教育、⚕領域の考えは継続されるが、今回の改訂の
ポイントは、カリキュラム・マネジメントをすべての

教職員で確立することや、小学校教育への接続の在り
方を明確にするために⽛幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿⽜が 10 個の項目で示されていることである。
その中のひとつに、⽛言葉による伝え合い⽜が挙げられ
ており、その説明として⽛言葉を通して先生や友達と
心を通わせ、絵本や物語などに親しみながら、豊かな
言葉や表現を身に付けるとともに、思い巡らしたこと
などを言葉で表現することを通して、言葉による表現
を楽しむようになる⽜と示されている8)。このように、
新しい幼稚園教育要領においても、小学校以上の教育
を視野に入れた伝える力（表現する力）としての言葉
が重視されていることがわかる。

⑵ 幼児期における⽛考えを伝える⽜力の基礎とは
⚑）情緒の安定
幼稚園は幼児にとって初めて経験する集団生活の場

である。集団生活では、家庭では経験したことがない
楽しさを味わうと共に、自分にとって良いことばかり
ではないことも経験する。そのような生活の中で自己
を発揮するためには、教師の存在のあり方が大きく影
響する。入園したての子どもにとって、担任教師は一
番頼れる存在である。困った時に助けてくれ、楽しい
時に共感してくれ、自分の気持ちを一番に大切にして
くれる存在である担任教師がそばにいることが、幼児
の気持ちの安定につながる。この安定した情緒が自己
を発揮するための基礎となり、自己を発揮することが
できるからこそ、自分の考えを伝えたいという気持ち
が生まれるのである。そのため、情緒の安定は考えを
伝える力の前提となるものである。

⚒）豊かな体験
前述したように、幼稚園教育要領の⚕領域⽛言葉⽜

の内容には、⽛したり、見たり、聞いたり、感じたり、
考えたりなどしたことを自分なりに言葉で表現する⽜
とある。幼児は生活の中で心を動かすような体験をし
たときに、それを親しい人に言葉で伝えたくなるもの
である9)。それは、面白いこと、発見したこと、不思議
に思ったこと、不満なこと、悲しいことなど、さまざ
まである。このように自分が主体的に環境にかかわ
り、豊かな体験をしたことで沸き起こる気持ちを共有
したい相手に伝え、それが共感されることを繰り返し
経験することによって、自分の考えを伝えることに楽
しさを感じるようになる。そのことが考えを伝える力
の基礎となるのである。そのためには、幼児が心を動
かすような多様な体験をすることが大切である。

⚓）伝えたい相手がいること
幼児が心を動かす体験をし、何かを誰かに伝えたい

と思ったとしても、それを共感的に受け止めてくれる
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相手がいなければ、伝える楽しさを感じることはでき
ない。幼稚園の場合、その最初の相手は教師である。
教師に共感的に受け止められる経験をした子どもは、
次にまわりの友達にも同じように気持ちや考えを伝え
たくなる。その際に必要なのは、教師の援助である。
小さな子どもはまだ語彙も乏しく、伝え方も下手であ
る。そのような時に、教師が子どもと子どもをつなぐ
役割を果たすことによって、友達同士の伝え合いの楽
しさを感じるようになる。このように子どもたちの間
に、たくさんの伝えたい相手ができるような関係をつ
くっていくことも考えを伝える力の基礎となるのであ
る。

⑶ 保育実践にみる考えを伝える力の基礎
⚑）⚓歳児の考えを伝える力
幼稚園において、⚓歳児は家庭から集団生活へ適応

する第一歩であるため、クラスにおいても最初は教師
との一対一の関係を好む子どもが多い。遊びもひとり
遊びが多いが、時々面白いことが近くで行われていた
り、偶然の身体接触から短い時間ではあるが、友達と
活動を共有する様子も見られる。以下はそのような時
期の子どもたちの様子である。

〈事例⚑〉 ⚓歳児⚕月
A 君と C 君が、近くにいた R 君を見て楽しそうに
追いかけ始める。⽛R くーん！⽜と言って抱きつい
たり、くっついたりして周りにアピールしている。
その姿に R 君も嬉しそうに笑う。その様子を見て
いた D 君も⽛R くーん！⽜と手を引っ張って抱きつ
く。そのまま⚔人は全員でくっつきながらじゃれあ
う。

この事例では R のことが好きな A と C が、⽛一緒に
遊ぼう⽜⽛R 君と一緒にいたい⽜という気持ちを身体的
な接触で伝えようとしている。⚔人がくっつきじゃれ
あうことも、⽛⚔人は仲良し⽜という気持ちを言葉なし
で共有しているように思われる。これは⚓歳児によく
みられる光景である。このような身体的なかかわり
も、考えを伝える力の基礎となるものとしてとらえて
見守ることが大切である。

集団生活を重ねていくと、⚓歳児にも⽛お気に入り⽜
の友達ができてくる。そのような時期になると、少な
い語彙を駆使しながら、自分が思っていることを友達
に言葉で伝えるようになっていく。以下は、泣いて登
園した友達を思いやる⚓歳児達の事例である。

〈事例⚒〉 ⚓歳児 10 月

お母さんとの別れ方に納得がいかない S ちゃんが
廊下で泣いている。するとそこに、同じクラスの⚓
歳児、K ちゃん、M ちゃん、O くんがやってきて、
涙を浮かべる S ちゃんに⽛どうしたの？⽜と聞く。

⽛ママとバイバイしなかった⽜と S ちゃんが答える
と、K ちゃんが⽛ママはあとで来るよ、K ちゃん達
と一緒に遊んでいたら悲しくなくなるよ⽜と言う。
それを聞いた M ちゃんは⽛あのね、心の中でね、悲
しいのをなくすの⽜、O くんは⽛廊下にいたら寒い
よ⽜と、それぞれ S ちゃんに言葉をかける。それで
も S ちゃんの表情は変わらないため、⚓人は諦めた
ように部屋に戻る。ところがしばらくするとまた廊
下にやってきて、K ちゃんは手にした何枚かの塗り
絵を S ちゃんに見せて、⽛ね、S ちゃん、昨日これ一
緒にしたでしょ？また一緒にしよう⽜と S ちゃんを
誘う。M ちゃんと O くんもそれぞれ⽛一緒は楽し
いよ⽜⽛お弁当も一緒だよね⽜などと声をかける。そ
の言葉を聞いて S ちゃんの表情が少しだけやわら
いだ。

語彙が少なく、表現もうまくできない⚓歳児ではあ
るが、この事例では、⚓人が自分なりの言葉で一生懸
命 S ちゃんを慰めようとしている。自分の思いや考
えを言葉にすることが人に伝わり、人は変わることを、
⚓人は感じたことだろう。このように日常の何気ない
出来事の中でも考えを伝える力の基礎が培われている
のである。

⚒）⚔歳児の⽛考えを伝える⽜力
⚔歳児になると、語彙も増え、仲の良い友達が固定

し始め、遊びの中で自分の考えを言葉で相手に伝え、
遊びのプランを立てていく姿が見られる。以下は⚔歳
児のままごと遊びの事例である。

〈事例⚓〉 ⚔歳児⚓月
R、E 子、Y 子がハムスターごっこをしている。R：

⽛待ってー、お家に帰ろう。ハムね、足が痛いの⽜⚓
人はままごとコーナーに戻る。E 子：⽛足伸ばしな⽜
E 子、R に布団をかける。R が足を動かして寝てい
る。E 子：⽛足、動かすなよー⽜Y 子：⽛ハムちゃんは

（自分の事）寝ているの⽜E 子、Y 子のぶんの布団を
持ってくる。Y 子：⽛えーん、えーん。泣いたこと
ね⽜E 子：⽛熱があるの？⽜E 子、Y 子の額に手をあ
てる。さきほど買ってあった薬（小さいコップ）を
持って来て、Y 子の胸のところにぬっている。
E 子：｢もう大丈夫よ⽜

ごっこ遊びは、自分のイメージと相手のイメージを
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すり合わせながらひとつのイメージを形作っていく遊
びである。そのため、自分の考えを相手に伝えつつ、
相手の考えを読み取っていくことを遊びの中で経験す
る。⚔歳児になると、ストーリーが共有され、遊びの
時間もある程度の長さを保てるようになる。その際の
特徴として挙げられるのは、セリフ以外の言葉の使用
である。事例⚓においても、Y 子が⽛ハムちゃんは寝
ているの⽜⽛泣いたことね⽜など、セリフではない自分
のプランを説明する言葉を使用している。このよう
に、子どもたちは、遊びの過程で思いついた自分の考
えを言葉によって明確に遊び相手に伝えることで遊び
がさらに楽しくなっていく経験をしている。この積み
重ねこそが、自分の考えを伝える力の基礎となってい
るのである。

⚓）⚕歳児の⽛考えを伝える⽜力
⚕歳児は仲の良い友達が固定し、気の合うメンバー

でそのグループが好む遊びを楽しむ姿が見られる。自
分の考えを強くもっているため、相手と衝突すること
もたびたびあるが、相手の言い分を聞いて自分の考え
との調整を行う場面も見られる。また、状況を的確に
判断し、その状況にあった解決方法に関する考えを提
案することもできるようになってくる。

〈事例⚔〉 ⚕歳児⚗月
お弁当の時間になり、子どもたちがそれぞれ一緒に
食べたいお友達と食べたい場所を選んで座ってい
く。子どもたちの大半が着席した頃、年中児の M
ちゃんが、男の子⚔人が座っているテーブルの近く
で大泣きをしながら、着席している S ちゃんに掴み
かかろうとしていた。先生が理由を尋ねると、⽛一
緒に食べようと約束していた S ちゃんが違う人と
座ってしまった⽜とのこと。一方、S ちゃんによる
と、⽛M ちゃんを待っていたのに来るのが遅く、途
中で A ちゃんと一緒にふざけていたから、A ちゃ
んと食べるものだと思った⽜と理由を説明した。そ
のやりとりを聞いていた隣のテーブルの年長児の
H ちゃんは、⽛M ちゃん、もうちょっと早くお支度
して、ちゃんと S ちゃんのところに来れば S ちゃん
と食べれたのに。でも、S ちゃんも約束したんだか
ら、もう少し待っててあげると良かったね。⽜と二人
に言い、⽛こっちの場所、空いてるよ。S ちゃんの隣
じゃないけど、S ちゃんと近いからここで食べる？⽜
と M ちゃんを誘ってくれた。

この事例は、H が自己の問題ではなくても、それぞ
れの考えを総合的に判断し、どういった解決策がある
のか、自分なりの解決方法を言葉でわかりやすく年下

の子に伝えている場面である。ここに至るまでは、H
自身が様々なトラブルを経験し、教師や年上の子ども
たちに助けられながら解決してきたという背景がある
だろう。このように年長児ともなれば、相手の気持ち
と折り合いをつけながら自分の考えを伝えることがで
きるようになる。この力は園生活において子どもが経
験する様々な場面において育まれていくのである。

⚔）様々な活動で⽛自分の考えを伝える⽜力を育む
これまで子どもたちの遊びや生活の場面を取り上

げ、考えを伝える力の基礎がどのように育まれていく
のかを示してきたが、全員で活動する場面においても、
教師は意図的にその力を育む活動を行っている。例え
ば発表会や運動会などの行事の際に、⽛どのような出
し物をするか⽜⽛どうしたら相手チームに勝つことが
できるか⽜などの質問をし、子どもの考えを引き出し、
話し合うような機会を設けるのがそれにあたる。

また、考えを伝えるツールとしての文字の取扱いは、
領域⽛言葉⽜に⽛日常生活の中で、文字などで伝える
楽しさを味わう⽜10) とあるように、基本的には教えこ
むことはしない。しかし郵便ごっごやお誕生日プレゼ
ントにカードを添える活動などを通し、文字に親しむ
機会をもっている園も多いだろう。本学の系列幼稚園
では、誕生日の子どもへのプレゼントにカードを添え
ることをしているが、⽛○○ちゃん だいすき⽜⽛また
いそに（いっしょに）あそぼおね⽜など、伝えたい気
持ちを精一杯文字に託している様子が見られる。教師
はお誕生会でプレゼントを渡す際にこのメッセージを
ひとつひとつ紹介しているが、その際のクラスの子ど
もたちはとてもうれしそうである。こういった活動
は、やがて小学校において⽛文字⽜で考えや気持ちを
伝える力の獲得につながっていくと思われる。

⚔．小学校における言語活動

子どもたちの考えを伝える力を育むために、小学校
では、日常の学習の場だけでなく、児童会活動や外部
講師の力を借りることもある。ここでは、現行及び新
しい学習指導要領が目指しているものを明らかにし、
子どもたちの伝える力を育むための特徴的な三つの言
語活動の実践例をとおして、子どもたちの考えを伝え
る力がどのように育まれていくのかを考察していく。

⑴ 小学校学習指導要領
⚑）現行の小学校学習指導要領
現行の指導要領が平成 20 年度に告示され、平成 23

年度に完全実施されるまでの⚓年間の移行期間では、
教科によって異なる移行の仕方があったものの、内容
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の大幅な増加を経て現状の学習内容となった。各学校
では、学校を作りかえる（作り変えなければならない）
最大の機会であった。

現行の学習指導要領11) は、子どもたちの現状を踏ま
え、⽛生きる力⽜を育むという理念の下、知識や技能の
習得とともに、思考力・判断力・表現力などの育成を
重視している。次代を担う子どもたちが、これからの
社会において必要となる⽛生きる力⽜を身に付けるこ
と、そのためには、学校だけではなく、家庭や地域な
ど社会全体で子どもたちの教育に取り組むことが大切
であると記されている12)。また、⽛生きる力⽜を育むこ
とを目指し、基礎的・基本的な知識及び技能を習得さ
せ、これらを活用して課題を解決するために必要な思
考力・判断力・表現力等を育むとともに、主体的に学
習に取り組む態度を養うため、言語活動を充実するこ
ととなっている。とりわけ、国語の学習においては、
単元を貫く学習課題と言語活動に着目した課題を解決
する過程を重視する授業づくりが、実践研究の中で扱
われてきた13)。

⚒）新しい学習指導要領
①新しい学習指導要領改訂のポイント
学習指導要領は、時代の変化や子どもたちの状況、

社会の要請などを踏まえて、およそ 10 年ごとに改訂
される。小学校は平成 32 年度（2020 年）から新たな
学習指導要領に基づき全面実施される予定である。

今回の改訂14) では、社会の変化が加速度を増す中
で、これから学んでいく子どもたちが大人になる 2030
年頃の社会の在り方を見据えながら、どのように知・
徳・体にわたる⽛生きる力⽜を育むかを重要視してい
る。一方的に知識を得るだけでなく、⽛主体的・対話的
で深い学び⽜いわゆるアクティブ・ラーニングの視点
から授業改善を行い、子どもたちがこれからの時代に
求められる資質・能力を身に付け、生涯にわたって能
動的に学び続けることを目指している。討論など課題
に対して意見を出し合い、解決方法を探る授業を始め、
国語では学んだ語彙を表現に生かしたり、身近な場面
に結び付けたりと、授業で学んだことをいかに実生活
に結び付け活かしていける力を養うかが課題となる。

②子どもの姿で語れることの大切さ
今回の指導要領の改訂において特徴的なところは、

⽛教育計画⽜⽛教育課程⽜の編成に全職員を参画させる
ことや、地域の教育資源を活用していくことを強く打
ち出している点である。また、⽛子どもたちにどのよ
うな力を育むのか⽜⽛子どもたちが何を身に付けるの
か⽜⽛子どもたちは、何ができるようになるのか⽜⽛子
どもたちが、何を学ぶのか⽜⽛子どもたちがどのように
学ぶのか⽜など、教育課程の基本原則に当たる部分を、

子どもたちの具体的な学びの姿で表そうとしていると
ころにある。したがって、私たちも⽛子どもは…⽜⽛子
どもが…⽜で普段の授業だけではなく、そこにつなが
る全ての計画を子どもの姿で語るようにしなければな
らない。

⑵ 小学校における伝える力を育む言語活動の実践
⚑）小学⚑年⽛えにっき⽜の実践
絵日記を書くという言語活動は、小学校の場合、夏

休みや冬休みの課題として出される場合が多い。しか
し、ひらがなとごくわずかの漢字を習得したばかりの
⚑年生にとって自分のしたことや、思い・考えを絵と
文章で表すということは、きわめて難しいことである。

本校で使用している教科書（光村図書⽛こくご⽜⚑
上）には、⚗月の教材として⽝こんなことをしたよ⽞

〈⚖時間扱い〉というものがある。子どもたちにとっ
ては、ここでの学習をとおして初めて文を書く活動を
体験することになる。

この絵日記をかく（文を書く、絵を描く）という言
語活動を通して、子どもたちに身に付けさせたいこと
は、書くことの能力を育てることと、伝えることの楽
しさを実感することである。そのために、経験したこ
とや想像したことなどから書くことを決め、書こうと
する題材に必要な事柄を集めること、語と語や文と文
との続き方に注意しながら、つながりのある文や文章
を書くこと、書いたものを読み合いよいところを見付
けて感想を伝え合うこと、が指導事項となる。

また、体験やその時に感じたことが、読む人に伝わ
るように、⚓文程度で書けるようになることや、国語
の特質に関する事項として、長音、拗音、促音、撥音
などの表記ができ、助詞の⽛は⽜、⽛へ⽜及び⽛を⽜を
文の中で正しく使うこと、が評価の規準となる。

しかしながら、絵日記を書くという言語活動は難し
いと言われることがあるが、その理由には以下のこと
が考えられる。

①書く材料がない
作文の苦手な子どもたちにとってこれほどつらいこ

とはない。子どもたちが書く材料を見つけることは大
変な苦労なのである。ましてや、自分の身の回りの出
来事に目を向け、じっと観察し、自分の心で感じたり、
頭で考えたりする訓練がなされていない子どもほど辛
く感じるようである。

また⽛絵日記を書かせるために、子どもをどこかへ
連れて行かなければならないんです。先生、大変で
す。⽜という保護者からの訴えを、休み明けの懇談会の
場で何度か受けたことがある。自分の指導が至らない
からこんなことを言われてしまうのだろうと思いつつ
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も、それに対する対応策を以下のようにお便りの中に
載せ、絵日記を書く手立ての参考にしてもらった。

⽝えにっき・ネタ帳～書けなくておこまりのお子さ
んのために～⽞
・○○へ行ったこと ・○○をしたこと
・○○をしているお母さん
・○○をしているお父さん
・⽛先生あのね⽜…で書き出しましょう。
・お話をするように書いてみましょう。
・自分の思ったことを少し入れて書いてみましょ

う。
・うれしかったこと、悲しかったこと、辛かったこ

と、はずかしかったこと、腹が立ったこと、不思
議だなと思ったこと…をよく思い出して、時には、
おうちの方が聞いてあげながら書いてみましょ
う。

②誰に対して伝えるのかが明確でない
このことについては、子どもたちが書いた日記の文

を読んでみるとよくわかる。子どもたちの書いた文
は、どうしても事実の羅列になりがちで、何となくい
きいきとしていない。それは、誰に伝えるために書い
ているのかが明確でないからである。自分の楽しかっ
たことやびっくりしたこと、悲しかったことや悔し
かったことなど、自分の感動を伝える相手が明確にな
ると、書く意欲がわいてくるものである。⽛先生あの
ね…⽜で書き始めさせる指導は、低学年の子どもたち
にとっては優れた手立てであると考える。また、⽝え
にっき・ネタ帳⽞の中でも触れたことであるが、⽛先生
はみなさんの書いた絵日記を読ませてもらうのを楽し
みにしています。⽜⽛お返事も必ず書きます。⽜と付け加
えたことによって、子どもたちは、読んでくれる相手
が必ずいるということを知り、伝えたいという気持ち
が高まってくる。それは、書く側の子どもたちにとっ
てやる気が起こることであり、⽛誰に⽜という相手意識
を持つことにもつながる。

教科書の⽝こんなことをしたよ⽞15) の学習では、読
んでもらう相手を、学級の子どもたちにして単元が構
成されている。教室の掲示板に絵日記を貼り、お互い
に読みあって感想を述べ合う。⽛○○君はこんなこと
があったの。すごいね。⽜⽛○○さんの行ったところへ
私も行ったことがあるよ。⽜など、共感的な態度で互い
の絵日記を読ませることによって、次に絵日記を書く
時の意欲へとつながっていることがわかる。

③絵を描くのが苦手、字を書くのが苦手
子どもたちに何も言わずに紙を渡し絵日記を書かせ

ると、ほとんどの子が絵から描き始める。⽝アサガオ
のかんさつにっき⽞を書く時も同様のことが起きる。
教師が指示をして⽛文から書きましょう⽜と言わない
限り、ほとんどの子が絵から描き始める。おそらく、
視覚で得た情報を表すには、文字よりも絵の方が直接
的なのであろう。

実はここで、絵が苦手な子は絵日記を書く活動がス
トップしてしまうことがある。どんなに⽛字から書い
てもいいんだよ⽜とアドバイスしても、プライドが許
さないことが多く、絵日記は白紙の状態が続くことに
なる。本校の⚑年生の書いた絵日記の中にも、絵を描
くのが苦手という子が何人かいるようだ。おそらく絵
を描いているうちに文を書く意欲が半減していったの
であろう。文の数、内容にも影響が出ていることがわ
かる。また、文字の習熟が不十分という子も見受けら
れる。しかし、白紙でない限り、何かを伝えたいとい
うことは伝わってくる。

本校の⚑年生⚒学級の冬休みの絵日記について、ど
のような内容で書かれているのかを調べてみた。題名
は、冬休みということもあり⽛スキー場⽜⽛親戚の家⽜

⽛旅行⽜などが多い。また文字の量については、多い子
でおよそ 200 字程度。少ない子で 20 字程度である。
平均をとると、⚑年⚒組が 146.8 文字。⚑年⚓組が
135.5 文字となった。文の数で見ていくと、⚒組が
5.7 文。⚓組が 5.0 文であった。教科書の例文は⚓文
で書かれており、目標とする文の数も⚓文程度となっ
ていることを考えると、子どもたちは⚒学期の学習の
中で文を書くことに慣れてきていることを感じる。

題名が⽛無題⽜となっているものも見られたが、こ
れは題名を書く欄が空欄のままの子たちである。どう
して空欄のままになってしまったのかは、子どもたち
が書いた絵日記からは読み取ることができないが、⚑
年生の子どもたちの場合は、おそらく書くのを忘れて
しまったのであろう。作文に題名をつける指導は、文
章を要約し言葉を選ぶ活動が伴うので、子どもたちに
とっては、難しく、面倒に感じることなのかもしれな
い。

本校の子どもたちは、比較的、休み中にいろいろな
ところへ連れて行ってもらえる環境にある。したがっ
て、絵日記を書く材料には恵まれていると思う。しか
し、内容や文の量に差があるのは、家庭まかせで書い
ているということや、記憶が新鮮なうちに書かせてい
ないなどの書かせるタイミングなども影響しているの
ではないかと考えられる。また、親に言われたので書
いたなど、本当に書きたかったことと、書いた内容と
が違っていたのではないかと推察される。
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⚒）思いを伝える⽛てがみ⽜の実践
本校では児童会が主催して⽛普段お世話になってい

る人にお手紙を書こう⽜という取組が行われている。
期間中、画用紙に印刷したはがきと、段ボール箱を利
用して作られたポストが廊下の所々におかれる。書い
た手紙をポストに投函すると、次の日、係の子が宛先
の教室まで配達してくれる。いわゆる⽛ごっこあそび⽜
であるが、子どもたちの様子を見ていると、楽しみな
がら手紙を書いていることがうかがわれる。手紙を出
すことは自由であるので、強制されることはない。し
かし、全く書かないという子はいないようである。一
人あたりの手紙を書く枚数は、少ない子で⚑～⚒枚、
多い子になると 10 枚以上も書く子がいるようだ。

私のところへも子どもたちの書いた手紙が届けられ
る。私はその都度、返事を書くようにしている。低学
年の子からの手紙が多いのであるが、習ったばかりの
ひらがなを使ってたどたどしい表現ではあるが自分の
思いを一生懸命伝えてくれる。以下はその一例であ
る。

⿝こまがたたけしさんへ いつもおせわになってい
ます。おしごとがんばってくれ（て）ありがとう
ございます。（⚑年女児）

⿝こうちょうせんせいおげんきですか。きょう、
りゅうせいくんが せんせいにおこられて きゅ
うしょくになったとき りゅうせいくんが せん
せいごめんなさいといいました。すごいとおもい
ました。（⚑年女児）

⿝いつもありがとうございます。あそんでくれたり
てつだってくれて ありがとう（⚑年男児）

⿝いつもありがとうございます。こんにちは を
やってくれてありがとうございます。これからも
よろしくおねがいします。（⚑年女児）

⿝いつもみんなのことをかんがえてくれて ありが
とうございます。スキーのときも ありがとうご
ざいます。うれしかったです。（⚒年女児）

⿝まえはあそんでいただきありがとうございます。
わたしのお父さんがけがをしてしまってから何日
かたちました。お父さんが早くなおるといいで
す。校長先生、またあそびにいってもいいですか。
時間があればあそびにいきます。（⚓年女児）

⿝毎日、さむい中、外であいさつ（あく手）をして
くれてありがとうございます。そんな校長先生を
見て、⽛もっと、勉強をがんばろう。⽜と思いまし
た。いつもありがとうございます。おたがい、が
んばりましょう。（⚓年男児）

届けられた手紙の中に、⽛こうちょう⽜とだけ書かれ
たものがあった。学年とクラスはかろうじて書かれて
いたので、私は誰が書いたのか思い当る子の顔が浮か
んできた。⚑年生のその男の子は、多動傾向のある子
で、入学の当初から立ち歩きや友だちとのトラブルが
絶えない子であった。当然のように、叱られることは
あっても、ほめられることはあまりない、そんな子で
ある。

私はその子が書いたであろう手紙に返事を書いてみ
ることにした。

⽛Y くん、お手紙どうもありがとう。こうちょう先生
は、毎朝、げんかんでみんなとあくしゅをしています。
でも、きみにぬれたてぶくろのままあくしゅをされる
と、手がぬれてしまって、つぎの人の手をぬらしてし
まいます。Y くんがてぶくろをぬいであくしゅをし
てくれると、先生はとてもうれしいです。⽜

次の日、彼は私が書いた手紙を持って校長室へやっ
てきた。そして、⽛校長先生、手紙ありがとう。ごめん
なさい。⽜と言って部屋を出て行った。その次の日か
ら朝の玄関での握手の時、彼は手袋をはずして握手を
してくれるようになった。⽛こうちょう⽜とだけ書か
れた手紙には、私に、何かを伝えたいという彼のメッ
セージが込められていたのかもしれない。

⚓）おとどけアートによる⽛糸でんわ⽜

張り巡らされた光庭の糸電話の糸に、昨日降った
雪が降り積もり、その雪に朝の光がキラキラと輝い
ています。不思議な転校生というシチュエーション
で登場した“音の芸術家”山崎阿弥さんは、鴻城小学
校に有形、無形の作品をたくさん残していってくれ
ました。糸でんわは、彼女が創作活動の中で大切に
していた⽛人と人のかかわり⽜を具現化した作品の
一つです。…⽛全国放送のナレーター（⽝精霊の守り
人⽞綾瀬はるか主演）を、朝の校内放送で聞いてい
たのは、贅沢なことでしたね⽜というのは本校の T
先生のつぶやきです…

これは、⚒学期の終わりに学校便りの巻頭言として
私が書いた文章の一部である。おとどけアートという
札幌市の事業の一環で、本校に⚑か月ほど滞在し、創
作活動をして行ってくれた⽛音の芸術家⽜山崎阿弥さ
んは、⽛人と人とのかかわり・つながり⽜を、ある時は
形のあるものとして、ある時は形のないもので私たち
に示してくれた。朝の校内放送の DJ、壁新聞、そして
学校の光庭を使っての糸でんわなど。彼女が使った自
分の思いを伝えるための媒体は、様々であった。子ど
もたちは、彼女の作品（時にはパフォーマンス）に触
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れることによって、自分の考えを伝えるための手段、
方法にはいろいろなことがあることを感じていた。

⑶ ⽛考えを伝える⽜力を育むためには
新しい学習指導要領では⽛生きる力⽜を育むために

⽛主体的・対話的で深い学び⽜が求められている。その
ためには、授業のスタイルを変えていくことも必要に
なってくる。教師が話し、それを生徒が聞き記憶して
いく。それだけではいけないことは、だれもがわかっ
ている。絵日記の学習をとおして子どもたちに付けて
いきたい力を考えた時、⽛文章を書く能力を育てるこ
と⽜とおさえた。学習をとおして書き方を身に付けさ
せることは可能だと思う。しかし、さらに深めて内容
にまで迫るためには、自分の心で感じて、頭で考える
ことを大切にしながら指導していかなければならない
だろう。子どもたちに教える立場の教師は、そこを
しっかりと押さえ、子どもたちに向き合わなければな
らない。
⽝続⚑年⚑組 せんせいあのね⽞の筆者である鹿島

和夫氏は、解説の中で⽛わたしの求めているものは、
一年生の子どもたちが、⽛あのねちょう⽜というノート
を書くことによって、人間を見つめる目ができてほし
いというということです⽜16) と述べている。

遊びや生活の中で、様々な表現の仕方をとおして、
⽛見つめる目⽜を育てていくことが子どもたちの考え
を伝える力を育てていくことにつながるのだろう。

⚕．幼小連携からみた⽛自分の考えを伝える⽜
力を育む言語活動とは

本稿では、幼稚園から小学校低学年にかけての言語
活動の事例を示し、特に⽛自分の考えを伝える⽜力が
どのように育まれていくのか、またそれらを育むため
にはどのような配慮が必要であるかを論じてきた。

小学校教育においては、考えを伝えるツールとして、
⽛文字⽜を用いることが本格的に行われるようになる。
文章を書くことは、生涯にわたって人に必要な能力で
ある。絵日記や手紙の実践では、⽛文字を書く⽜という
テクニカルな技術の前提として、⽛書きたいと思う心
が動く体験⽜と⽛伝えたいと思う人がいる⽜という⚒
点が挙げられた。

また幼稚園での事例からは、教師との信頼関係に基
づいた生活の保障が、幼児のまわりの人的・物的環境
への働きかけを促し、活動への意欲を育むこと、した
い活動を友達と一緒に重ねることが自分の考えを伝え
る力を育むことを指摘した。

以上の⚒点から考えると、幼児期には、遊びや生活

の中で自分の考えを伝え、それが相手に伝わり、相手
が自分に向き合ってくれるという経験を重ねることこ
そが大切であり、それがやがて小学校以上の考えを伝
える力の基礎になることがわかる。

新しく施行される幼稚園教育要領、小学校学習指導
要領の改訂の際の重要事項のひとつとして、⽛初等中
等教育の一貫した学びの充実⽜が挙げられており、⽛幼
小、小中、中高といった学校段階間の円滑な接続や教
科等横断的な学習⽜を重視する必要があることが示さ
れている17)。幼児教育には教科という枠組みはない
が、幼稚園で育つ力が、小学校以上の教育のどこにつ
ながるのかということを意識して保育を行うこと、ま
た小学校では、幼児期の子どもたちの生活を知り、幼
児期に育まれた力を活かすためにどのような教育を行
う必要があるのかを考えることが一層求められている
のではないだろうか。
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